

















































後退遊泳 (backward swimming)をする 17,18。また、



























































































































　Blepharisma japonicum の R1072 株、A538 株 ( い
ず れ もBangalore系 統 )を 用 い た。Blepharismaは
Enterobacter aerogenesを接種した小麦若葉粉末培養液
(Wheat Grass Powder; Pines, Int. Inc.の浸出液に
phosphate buffer (2 mM, pH 6.8), スティグマステ
ロール (0.5 mg/l)を加えたもの )の中で25℃暗条件下
で培養した。細胞は、なし型遠心管を用いて油試験
用遠心分離機 (Kokusan H-210A, 100×ｇ ,３分間 )
で集め、SMB- (1.5 mM NaCl, 0.05 mMKCl, 0.4 mM 






の(modified SMBⅢ ; EDTAを除いたSMBⅢ)である。
　Dileptus margaritifer (D3-I 株 ), Climacostomum virens 
(W株 )とAmoeba proteus (G株 )を用いた。これらは餌
として用いた Sathrophilus sp.を懸濁したSMB- 溶液を
３日に一回加えることによって19℃で培養した。餌
となる Sathrophilus sp.は、レタス (サラダ菜 )の浸出液
をSMB-で希釈した培養液 (レタス浸出液6.7～ 10 ％ )
にEnterobacter aerogenes を接種して1 ～ 2日置いたも
のを培養液とした。25℃で培養し、定常期に達した
細胞を集めて (450×g, 10分 )、SMB-にサスペンド
した。実験はすべて室温で行った。
　Stentor coeruleus (13株 )は、Climacostomum等と同様
に餌として用いた Sathrophilus sp.を懸濁したSMB-溶
液を３日に一回加えることによって19℃で培養した。
Paramecium tetrauleria (51 株 ), Paramecium caudatum 































溶液をつくり、色々な原生動物 (Blepharisma (R1072, 


















　Paramecium (51株 )にブレファリズミン (10－5 M)を
作用させた。細胞は繊毛を撒き散らし、トリコシスト



















































図４． Paramecium tetrauleria をブレファリズミン溶液
に入れた直後の像（bar は 50 μ m）
　　　 矢印はトリコシスト、矢頭は水泡化が起こって
いる箇所
図５． Dileptus margaritifer に対するブレファリズミン
溶液の影響（bar は 100 μ m）
　　　a : ブレファリズミンを作用させる前。
       b : ブレファリズミンを作用させた後。矢印はプ
　　　　ロボーシス。
図６． Amoeba proteus に対するブレファリズミン溶液
の影響（bar は 100 μ m）
　　　a : ブレファリズミンを作用させる前。




























































indigocarmine trypanblue fluorescein eosin erythrosin rosebengal blepharismin
Blepharisma(red)
＞10000 »1000 ＞10000 ＞10000 ＞1000 200
＞10000 »1000 5000 6000 100 50 »200
Blepharisma(albino)
＞10000 »1000 ＞10000 ＞10000 1000 150
＞10000 »1000 5000 500 50 35 »200
Climacostomum
＞10000 »1000 ＞10000 ＞10000 ＞1000 600
＞10000 1000 500 750 75 75 100
Stentor
＞10000 »1000 5000 5000 500 250
5000 »1000 500 1500 50 10 25
Amoeba
＞10000 »1000 ＞10000 ＞10000 ＞1000 200
＞10000 1000 5000 10000 ＞1000 100 7.6
Paramecium
＞10000 »1000 ＞10000 6000 250 15
＞10000 »1000 500 6000 250 6 3.7
Dileptus
5000 »1000 5000 4000 250 15
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